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一
　
は
じ
め
に

　

総
社
市
見
延
・
黒
尾
地
区
周
辺
の
自

然
林
は
、
明
治
16
年
（
１
８
８
３
年
）

に
県
下
で
初
め
て
県
営
で
は
げ
山
対
策

が
行
わ
れ
た
本
県
を
代
表
す
る
治
山
事

業
施
行
地
の
一
つ
で
す
。

　

今
回
は
、
は
げ
山
の
復
旧
か
ら
現
在

の
美
し
い
森
に
よ
み
が
え
っ
た
自
然
林

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
は
げ
山
の
復
旧
に
関
し
て
は
、

「
お
か
や
ま
の
森
林
づ
く
り
の
あ
ゆ

み
」
な
ど
の
文
献
等
に
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
一
部
引
用
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

二
　
治
山
治
水
事
業
の
は
じ
ま
り

①
は
げ
山
対
策

　

本
県
の
本
格
的
な
治
山
・
治
水
事
業

は
１
６
５
０
年
代
、
岡
山
藩
の
熊
沢
蕃

山
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
思
想
を
受

け
継
い
だ
宇
野
円
三
郎
は
明
治
15
年

（
１
８
８
２
年
）
岡
山
県
令
（
当
時
の

県
知
事
）
に
「
治
水
建
言
書
」
を
提
出

し
、
県
営
で
初
め
て
吉
備
郡
池
田
村

（
現
在
の
総
社
市
見
延
・
槙
谷
地
区
）

の
は
げ
山
に
お
い
て
植
林
芝
付
が
行
わ

四
　
総
社
ふ
る
さ
と
自
然
の
み
ち

　

総
社
市
で
は
、
奥
坂
・
黒
尾
地
内
に

お
い
て
鬼
ノ
城
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
等

を
起
終
点
に
砂
川
公
園
、
砂
川
の
森
、

鬼
ノ
城
、
奥
坂
、
岩
屋
な
ど
を
結
ぶ
、

７
コ
ー
ス
・
総
延
長
約
42
．
７
㎞
の
「
総

社
ふ
る
さ
と
自
然
の
み
ち
」
（
遊
歩
道
）

を
整
備
し
、
「
自
然
と
歴
史
あ
ふ
れ
る
フ

ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て
の

「
北
の
吉
備
路
」
の
保
全
を
図
っ
て
お

り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

五
　
最
後
に

　

森
林
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
、

先
人
の
長
年
の
努
力
を
確
認
す
る
と
同

時
に
そ
の
功
績
の
大
き
さ
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
今
後
、
森
林
の
持
つ
多
面
的

機
能
の
発
揮
と
あ
わ
せ
て
、
か
つ
て
の

荒
廃
森
林
の
復
旧
に
つ
い
て
普
及
啓
発

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
林
業
普
及
指
導
員　

荒
木　

彰
宏
）

れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
治
水
建
言
書
（
抜
粋
）

　

「
治
水
ノ
要
ハ
、
土
砂
扞
止
ノ
法
ヲ

設
ケ
テ
河
流
深
浅
ノ
度
ヲ
矢
ハ
ザ
ラ
俾

ム
ル
ヨ
リ
先
キ
ナ
ル
ハ
莫
シ
。
今
圓
三

郎
ガ
建
言
ス
ル
所
ノ
方
法
ハ
費
ヲ
要
ス

ル
最
モ
少
ク
、
功
ヲ
収
ム
ル
最
モ
多
ク
、

而
シ
テ
之
ヲ
施
ス
。
（
中
略
）
茲
ニ
意
見

書
一
通
ヲ
副
ヘ
謹
ン
デ
建
言
ス
」

③
池
田
村
の
治
山
事
業

　

明
治
16
年
、
池
田
村
の
荒
廃
林
地
は

７
５
０
㌶
（
山
林
面
積
の
32
％
）
以
上

に
達
し
、
緊
急
に
工
事
が
必
要
な
箇
所

の
１
つ
に
選
定
さ
れ
、
石
堰
堤
、
谷
留

石
巻
工
を
施
行
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

微
細
な
地
形
変
化
が
判
別
で
き
る
微

地
形
表
現
図
で
は
、
当
時
、
人
力
で
施

工
さ
れ
た
階
段
切
付
が
山
腹
斜
面
に
残

存
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
ま
す
。

 

三
　
緑
が
よ
み
が
え
っ
た
自
然
林

　

治
山
事
業
の
始
ま
り
か
ら
約
１
４
０

年
が
経
過
し
た
現
在
、
一
帯
は
か
つ
て

の
荒
廃
の
面
影
も
な
い
程
に
緑
豊
か
な

森
林
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鬼
ノ
城
、
岩
屋
等
の
９
５
３

㌶
に
つ
い
て
は
、
昭
和
41
年
３
月
に
吉

備
史
跡
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
る
地
域
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
倉
敷
普
及
指
導
区
】

様
々
な
ス
タ
イ
ル
の
森
・

お
か
や
ま

〜
総
社
市
見
延
・
黒
尾
の
自
然
林
〜

池田村槙谷地内の砂防工事（T6施行中）

岡山県森林クラウドの微地形表現図（R1）
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一
　
は
じ
め
に

　

東
備
普
及
指
導
区
か
ら
、
ナ
ラ
枯
れ

の
発
生
と
防
除
の
状
況
に
つ
い
て
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

東
備
普
及
指
導
区
で
は
、
令
和
３
年

８
月
に
初
め
て
ナ
ラ
枯
れ
が
備
前
市
吉

永
町
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
管
内
の
赤
磐
市
、
和
気
町

で
も
単
木
的
な
ナ
ラ
枯
れ
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

二
　
ナ
ラ
枯
れ
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

ナ
ラ
枯
れ
は
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ

ム
シ
（
通
称
カ
シ
ナ
ガ
）
の
メ
ス
が
、

ナ
ラ
類
、
シ
イ
・
カ
シ
類
の
広
葉
樹
を

枯
ら
す
病
原
菌(

ナ
ラ
菌)

を
、
被
害
を
受

け
た
木
か
ら
健
全
な
木
へ
運
ぶ
こ
と
で

広
が
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
受
け
た
広
葉
樹
は
８
月
頃
か

ら
葉
の
色
が
赤
く
変
色
し
、
枯
れ
て
い

き
ま
す
。
東
備
地
域
を
含
む
県
南
部
で

は
、
紅
葉
の
時
期
で
は
な
い
の
に
コ
ナ

ラ
な
ど
が
赤
く
見
え
る
場
合
は
、
ナ
ラ

枯
れ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
シ
ナ
ガ
は
、
昔
か
ら
日
本
に
い
る

昆
虫
で
す
が
、
燃
料
革
命
な
ど
に
よ
っ

て
、
広
葉
樹
が
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た

こ
と
で
、
カ
シ
ナ
ガ
が
繁
殖
場
所
と
し

て
好
む
幹
の
太
い
広
葉
樹
が
増
え
て
き

た
こ
と
が
、
被
害
が
目
立
っ
て
き
た
要

因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
　
防
除
の
方
法

　

ナ
ラ
枯
れ
防
除
の
方
法
は
、
カ
シ
ナ

ガ
が
被
害
を
受
け
て
い
る
木
の
中
に
い

る
間
に
、
そ
の
木
を
伐
倒
し
、
薬
剤
で

燻
蒸
す
る
こ
と
で
殺
虫
す
る
方
法
、
被

害
を
受
け
た
木
か
ら
カ
シ
ナ
ガ
が
脱
出

し
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
で
巻
く
方
法
、

カ
シ
ナ
ガ
が
健
全
な
木
に
入
る
前
に
捕

獲
す
る
方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

備
前
市
吉
永
町
で
は
県
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
被
害
木
の
伐
倒
・
燻
蒸
処

理
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
赤
磐
市
、
和
気
町
で
は
、
本

数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
町
独

自
で
防
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

四
　
森
林
管
理
署
と
の
連
携

　

備
前
市
で
は
南
部
の
島
（
鹿
久
居

島
）
で
も
ナ
ラ
枯
れ
の
発
生
が
確
認
さ

れ
、
隣
接
す
る
国
有
林
で
も
被
害
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　

こ
の
た
め
、
岡
山
森
林
管
理
署
、
備

前
市
及
び
東
備
普
及
指
導
区
で
は
、
令

和
４
年
２
月
に
相
互
の
情
報
提
供
を
目

的
と
し
た
打
合
せ
を
行
い
、
国
有
林
に

お
け
る
防
除
対
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

岡
山
森
林
管
理
署
で
は
、
カ
シ
ナ
ガ

の
飛
来
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
令
和

４
年
５
月
に
国
有
林
内
の
ウ
バ
メ
ガ
シ

に
粘
着
テ
ー
プ
（
か
し
な
が
ホ
イ
ホ

イ
）
等
で
ト
ラ
ッ
プ
（
罠
）
を
設
置
し
、

カ
シ
ナ
ガ
を
捕
獲
す
る
方
法
で
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

五
　
今
後
の
対
応

　

備
前
市
で
は
、
こ
の
夏
の
被
害
発
生

を
確
認
し
な
が
ら
、
道
路
沿
い
や
人
の

出
入
り
の
多
い
場
所
を
最
優
先
に
防
除

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
普
及
指
導

区
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
駆
除
方
法
を
提

案
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ナ
ラ
枯
れ
に
は
民
有
林
・
国

有
林
の
境
界
は
な
い
こ
と
か
ら
、
岡
山

森
林
管
理
署
と
も
情
報
共
有
し
な
が
ら
、

県
の
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
基
本
方
針
に

沿
っ
て
、
関
係
市
町
と
効
果
的
な
防
除

方
法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
各
種
集

会
や
打
合
せ
等
の
機
会
を
利
用
し
、
ナ

ラ
枯
れ
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
で
、

被
害
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
東
備
普
及
指
導
区　

黒
瀬　

勝
雄
）

東
備
普
及
指
導
区
に
お
け
る

ナ
ラ
枯
れ
の
発
生
と
防
除
に
つ
い
て

東
備
普
及
指
導
区
の
情
報

東備初確認のナラ枯れ

伐倒・燻蒸処理後（備前市吉永町）

粘着テープ（かしながホイホイ）
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一
　
は
じ
め
に

　

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
環
境
問
題
へ

の
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
森
林
保
全
活
動

に
取
り
組
も
う
と
す
る
企
業
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、
お
か
や
ま

森
づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し
て
、
「
企
業

と
の
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
」
を
進
め

て
お
り
、
企
業
の
皆
様
が
取
り
組
む
森

林
整
備
や
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

二
　
実
施
状
況

　

市
町
村
等
の
協
力
を
得
て
活
動
対
象

森
林
（
53
箇
所
、
約
３
５
２
㌶
）
を
選

定
す
る
と
と
も
に
、
活
動
森
林
等
の
情

報
提
供
、
地
元
市
町
村
等
と
の
調
整
、

技
術
提
供
等
の
支
援
体
制
を
整
備
し
て

い
ま
す
。

　

受
入
体
制
の
整
備
や
活
動
プ
ラ
ン
等

の
提
案
な
ど
を
行
っ
た
結
果
、
令
和
４

年
度
５
月
末
時
点
で
29
企
業
・
団
体
が

市
町
村
等
と
森
づ
く
り
協
定
を
締
結
し
、

植
樹
・
間
伐
等
の
活
動
に
よ
り
森
林
保

全
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
ダ
イ
ダ
ン
㈱
中
国
支

店
（
広
島
市
）
と
矢
掛
町
、
令
和
４
年

度
は
５
月
末
時
点
で
小
川
香
料
㈱
（
東

京
都
中
央
区
）
と
勝
央
町
と
の
間
で
森

林
保
全
に
係
る
利
用
協
定
が
締
結
さ
れ

て
い
ま
す
。

三
　
岡
山
県
二
酸
化
炭
素
森
林
吸
収
評

価
認
証
制
度

　

県
で
は
、
事
業
を
進
め
る
た
め
、
参

加
企
業
が
整
備
さ
れ
た
森
林
に
よ
る
二

酸
化
炭
素
吸
収
量
を
評
価
・
認
証
し
、

環
境
へ
の
貢
献
度
を
数
値
化
し
て
い
ま

す
。

　

認
証
書
は
、
広
く
広
報
活
動
に
ご
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

四
　
広
報
活
動

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
積
極
的
な

広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

事
業
内
容
や
活
動
状
況
を
周
知
す
る
た

め
、
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
及
び
Ｊ
Ｒ
倉
敷
駅
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
広

く
事
業
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

五
　
国
に
よ
る
新
た
な
顕
彰
制
度

　

森
林
の
有
す
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
機
能
に

注
目
が
集
ま
る
中
、
企
業
等
が
支
援
等

を
行
っ
た
森
林
整
備
の
認
知
度
を
高
め

る
と
と
も
に
、
一
層
の
横
展
開
を
図
る

た
め
、
林
野
庁
は
、
新
た
な
顕
彰
制
度

と
し
て
「
森
林
×
脱
炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
２
２
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

森
林
整
備
へ
の
支
援
の
取
り
組
み
を

行
う
企
業
等
を
募
集
し
、
応
募
し
た
企

業
等
は
「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と

し
て
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
す

る
と
と
も
に
、
特
に
優
れ
た
取
組
に
は
、

農
林
水
産
大
臣
賞
等
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

本
県
か
ら
は
企
業
と
の
協
働
の
森
づ

く
り
事
業
に
参
画
し
て
い
る
荒
川
化
学

工
業
㈱
（
大
阪
市
）
、
㈱
中
国
銀
行
（
岡

山
市
）
の
２
社
が
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
　
お
わ
り
に

　

現
在
、
多
く
の
企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
企
業
か
ら
本
事

業
へ
の
問
合
せ
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
企
業
か
ら
の
要
請
に
対
応
す

る
た
め
、
引
き
続
き
活
動
の
場
と
な
る

森
林
の
確
保
や
受
け
入
れ
体
制
の
整
備

等
を
行
い
、
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
森

づ
く
り
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
林
政
課　

森
林
経
営
班
）

デジタルサイネージ放映画像（JR倉敷駅）

『
企
業
と
の
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
』
に
つ
い
て
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三
　
災
害
に
対
応
す
る
治
山
事
業

①
復
旧
対
策

　

崩
壊
し
た
山
腹
斜
面
の
早
期
緑
化
等

を
図
る
復
旧
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被

災
し
た
箇
所
の
復
旧
状
況
）

②
予
防
対
策

　

荒
廃
し
た
渓
流
に
谷
止
工
（
治
山
ダ

ム
）
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
崩
壊
の

お
そ
れ
の
あ
る
山
腹
斜
面
を
保
全
す
る

山
腹
工
事
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

四
　
お
わ
り
に

　

治
山
事
業
は
、
災
害
が
発
生
し
た
箇

所
の
復
旧
を
図
る
と
と
も
に
、
山
地
災

害
発
生
の
危
険
性
が
高
い
集
落
、
市
街

地
等
の
地
域
に
お
い
て
、
治
山
施
設
の

設
置
や
森
林
の
整
備
に
よ
り
、
災
害
の

未
然
防
止
を
図
り
、
県
民
の
生
命
・
財

産
を
守
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
安

全
・
安
心
を
保
つ
た
め
治
山
事
業
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
皆
様
方
に
は
、
ま
ず
は

山
地
災
害
危
険
地
区
等
の
災
害
の
お
そ

れ
の
あ
る
箇
所
を
確
認
し
て
災
害
に
備

え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
治
山
課　

整
備
班
）

一
　
は
じ
め
に

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
な
ど
、
近
年
、
猛

烈
な
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な
山
地
災
害

が
頻
発
し
て
お
り
、
日
々
の
平
穏
な
生

活
を
脅
か
す
事
態
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
山
地
災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、

気
象
状
況
や
避
難
情
報
を
こ
ま
め
に
チ

ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
災
害
の
お
そ

れ
の
あ
る
危
険
な
箇
所
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
を
、
普
段
か
ら
確
認
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

二
　
山
地
災
害
危
険
地
区

　

山
地
災
害
危
険
地
区
は
、
地
形
等
に

よ
り
、
山
地
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
箇
所
を
判
定
し
た
地
区
で
、
災

害
の
予
想
発
生
形
態
に
よ
り
次
の
３
種

類
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

①
山
腹
崩
壊
危
険
地
区

　

人
家
裏
の
山
腹
斜
面
等
に
お
い
て
、

山
腹
崩
壊
（
山
く
ず
れ
）
や
落
石
な
ど
の

災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
区

②
崩
壊
土
砂
流
出
危
険
地
区

　

主
に
渓
流
に
お
い
て
、
土
砂
な
ど
が

土
石
流
等
と
な
り
、
災
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
地
区

［谷止工（治山ダム）］

［復旧後］

［山腹工（法枠工）］

山
地
災
害
へ
の
備
え
と

治
山
事
業

③
地
す
べ
り
危
険
地
区

　

地
す
べ
り
に
よ
り
災
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
地
区

　

県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
箇
所
を
「
山

地
災
害
危
険
地
区
」
と
し
て
把
握
し
て

お
り
、
そ
の
数
は
約
６
千
４
百
箇
所
に

も
上
り
ま
す
。
山
地
災
害
危
険
地
区
の

位
置
情
報
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岡
山

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
お
か
や
ま
全
県

統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
梅
雨
末
期
や

台
風
、
線
状
降
水
帯
に
よ
る
集
中
豪
雨

等
で
山
地
災
害
の
リ
ス
ク
が
よ
り
高
ま

り
ま
す
の
で
、
本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
て
、
自
宅
周
辺
の
山
地
災
害
危
険

地
区
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
御
確
認
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
避
難
場
所
の
確
認

な
ど
に
も
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

【
岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

h
ttp

://w
w

w
.g

is.p
ref.o

k
ay

am
a.jp

/ 

p
ref-okayam

a/P
ortal

［被災時］
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奈
義
町
森
林
組
合

　
長お
さ

田だ

　
有ゆ

衣い

子こ

さ
ん
（
36
歳
）

　

今
回
は
、
奈
義
町
森
林
組
合
の
ニ
ュ

ー
フ
ェ
イ
ス
、
長
田
有
衣
子
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
長
田
さ
ん
は
令
和
２
年

２
月
か
ら
技
術
職
員
と
し
て
勤
務
さ
れ

て
い
ま
す
。

一
　
経
　
歴

　

長
田
さ
ん
は
、
神
奈
川
県
横
浜
市
の

出
身
で
大
学
卒
業
後
は
都
会
で
就
職
し
、

都
市
部
に
お
い
て
日
々
、
多
忙
な
毎
日

を
過
ご
さ
れ
、
林
業
と
は
無
縁
の
生
活

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
岡
山
県
奈
義
町

に
は
た
ま
た
ま
余
暇
を
活
用
し
て
訪
れ

た
と
き
に
子
供
を
育
て
る
に
は
よ
い
環

境
で
あ
る
と
感
じ
、
思
い
切
っ
て
移
住

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
は
奈
義
町
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
活
躍
し
、
「
ナ
ギ
フ
ト
」
制
度

の
導
入
に
貢
献
し
ま
し
た
。
「
ナ
ギ
フ

ト
」
と
は
、
行
政
と
町
内
業
者
が
活
動

や
、
買
い
物
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
た
り
、
給
付
金
や
支
援
券
を
電
子

マ
ネ
ー
と
し
て
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
官
民
一
体
と
な
っ
て
運
営
す
る

地
域
通
貨
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
か
ね
て
か
ら
、
仕
事

を
し
な
が
ら
も
、
少
し
で
も
多
く
の
時

間
を
子
供
た
ち
と
過
ご
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
森
林
組
合
の
職
員
募
集
を
知

り
、
就
職
を
決
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。

二
　
仕
事
の
内
容

　

長
田
さ
ん
は
、
当
初
、
事
務
職
と
し

て
採
用
さ
れ
、
山
に
は
月
に
１
～
２
回

行
く
程
度
と
現
在
の
植
月
代
表
理
事
組

合
長
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
仕
事
の
呑
み
込
み
が
早
く
勉

強
熱
心
な
と
こ
ろ
を
買
わ
れ
、
森
林
組

合
内
で
の
責
任
の
あ
る
仕
事
を
い
ろ
い

ろ
と
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
施
工
管
理
と
造
林
補
助

申
請
事
務
、
施
業
集
約
化
の
提
案
、
フ

ォ
レ
ス
タ
ー
と
の
連
絡
調
整
、
森
林
測

量
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

休
日
は
、
子
供
た
ち
を
連
れ
て
登
山

を
し
た
り
出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
の
森

林
作
業
道
を
散
歩
し
た
り
と
公
私
と
も

に
森
林
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

 

三
　
仕
事
へ
の
想
い

　

先
輩
職
員
が
積
み
上
げ
て
き
た
森
林

施
業
や
森
林
作
業
道
の
開
設
な
ど
の
技

術
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
い
う
思

い
と
、
森
林
組
合
の
仕
事
を
効
率
よ
く

回
し
て
い
く
こ
と
を
心
掛
け
な
が
ら
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
輩
職
員
の
仕
事
に
つ
い
て

は
、
集
中
力
が
あ
り
、
仕
事
が
早
く
、

正
確
、
何
よ
り
も
楽
し
ん
で
仕
事
を
し

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

四
　
抱
　
負

　

今
後
の
抱
負
を
伺
う
と
、
諸
先
輩
方

が
築
づ
き
上
げ
て
き
た
技
術
を
習
得
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
中
に
自
ら
の
ス
タ

イ
ル
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と

の
こ
と
。
そ
の
う
え
で
、
諸
先
輩
方
が

安
心
し
て
身
を
引
け
る
レ
ベ
ル
ま
で
達

し
た
い
と
お
考
え
の
よ
う
で
す
。

五
　
お
わ
り
に

　

お
忙
し
い
中
、
快
く
取
材
に
応
じ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
森
林
組
合

へ
来
る
前
に
民
間
の
会
社
に
勤
め
ら
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
時
間
を
い
か
に
効
率

的
に
回
し
て
最
大
の
収
穫
を
上
げ
る
こ

と
を
考
え
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
る
姿
勢
を
感
じ
、
若
い
な
が
ら
も
こ

ち
ら
が
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
が
多
々
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
で
多
忙
な
こ

と
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、
長
田
さ
ん
の

さ
ら
な
る
成
長
と
活
躍
を
当
普
及
指
導

区
と
し
て
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
勝
英
普
及
指
導
区　

上
野　

和
俊
）

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
す
！

造林検査に立ち会う長田さん

奈義町森林組合　長田有衣子さん
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【
少
花
粉
品
種
の

種
子
安
定
生
産
技
術
の
確
立
】

  

花
粉
症
は
国
民
の
４
割
が
罹
患
し

て
お
り
、
県
で
は
花
粉
症
発
生
源
対

策
を
重
点
施
策
に
掲
げ
、
少
花
粉
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
に
よ
る
植
替
え
を
促
進

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
当
研
究
所
で

は
、
所
内
の
少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

採
種
園
か
ら
、
よ
り
安
定
的
に
種
子

を
供
給
す
る
た
め
、
気
象
や
管
理
方

法
等
の
諸
要
因
が
種
子
生
産
性
に
及

ぼ
す
影
響
を
評
価
し
て
い
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
採
種
木
の
樹
齢
に
よ
っ

て
種
子
生
産
量
は
ど
の
程
度
異
な
る

の
か
、
少
花
粉
品
種
の
う
ち
、
ど
の

品
種
が
特
に
豊
産
系
で
あ
る
の
か

（
種
子
生
産
に
有
利
か
）
等
、
ま
だ

不
明
な
点
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
点
の
解
消
を
図
っ
て

い
く
と
と

も
に
、
今

後
、
さ
ら

に
増
加
が

予
想
さ
れ

る
種
子
需

要
に
も
対

応
し
て
い

く
予
定
で

す
。

【
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
新
た
な
分
野
で
の

利
用
方
法
の
検
討
】

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
に
つ
い

て
は
、
近
年
、
建
築
分
野
へ
の
利
用

は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
建
築
分
野

以
外
へ
の
利
用
は
ほ
と
ん
ど
実
績
が

な
く
、
幅
広
い
分
野
へ
の
利
用
拡
大

を
図
る
こ
と
が
更
な
る
県
産
材
の
需

要
拡
大
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
研
究
所
で
は
、
単
価
の
安
い
小

径
木
か
ら
３
層
３
プ
ラ
イ
の
低
コ
ス

ト
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
製
造
し
、
軟
弱
地
盤
対

策
に
使
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

面
外
曲
げ
強
度
試
験
、
及
び
グ
ラ
ッ

プ
ル
付
き
バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
５
ｔ
ク
ラ

ス
）
に
よ
る
走
行
摩
耗
試
験
を
実
施

し
て
問
題
な
く
使
用
で
き
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
作
業
現
場
で
の
利
用
の

実
証
を
進
め
る
と
と
も
に
、
木
製
残

存
型
枠

等
へ
の

新
た
な

活
用
方

法
に
つ

い
て
も

検
討
を

行
っ
て

い
き
ま

す
。

主
な
試
験
研
究
の
概
要

  高所作業機による種子採取

バックホウによる走行摩耗試験

森林研究所だより （令和４年度の主な研究課題）

　森林研究所では、林業経営の合理化等に必要な実用的技術に関する試験研究、木材の特性を生かした新し

い加工・利用技術の開発に取り組んでおり、森林・林業・木材産業関係者から広く意見を募って、地域の要

請に沿った試験研究に取り組んでいます。

主な試験研究課題

区　　分 分　　野 課　　　題　　　名 年　度

林業研究室

育林育種

　　少花粉品種の種子安定生産技術の確立 R４～R６

少花粉スギ・ヒノキコンテナ苗の生産技術の確立 R３～R５

早生樹種の選抜・育成に関する研究 R３～R５

高齢級人工林の資源量推定に関する研究 R元～R５

森林保護 ナラ類集団枯損についての調査研究 R元～R５

   特用林産   　　アカマツを有効利用したマツタケ培養技術の高度化 R４～R６

木材加工

研究室

　加工技術の

開発･改良

香りを評価指標とするヒノキ材人工乾燥条件の検討 R元～R５

　　ヒノキ大径材丸太の品質評価 R４～R６

　　広葉樹の有効利用に関する調査研究 R４～R６

木質材料の開発 ＣＬＴの新たな分野での利用方法の検討 R２～R４

新

新

新

新
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能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
方
法
も
、
例
え
ば
、

ネ
ッ
ト
が
破
れ
て
い
た
場
合
は
、
結
束
バ

ン
ド
で
穴
を
塞
ぐ
、
支
柱
が
折
れ
た
場
合

は
、
現
地
で
得
ら
れ
る
枝
等
で
折
れ
た
箇

所
に
添
え
木
を
し
た
後
、
支
柱
の
傾
き
を

ロ
ー
プ
で
補
正
す
る
な
ど
の
簡
易
な
補
修

で
機
能
維
持
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
柵
に
発
生
す
る
不
具
合
に
は
、

枝
条
を
整
理
し
た
段
積
み
や
ア
ン
カ
ー
が

打
て
な
い
岩
の
上
に
柵
を
設
置
し
た
り
、

ネ
ッ
ト
を
継
い
で
延
長
す
る
際
に
端
部
同

士
を
継
ぐ
（
本
来
は
あ
る
程
度
重
ね
て
継

ぐ
）
な
ど
の
侵
入
防
止
柵
の
不
適
切
な
設

置
方
法
や
、
下
刈
り
の
際
に
誤
っ
て
ネ
ッ

ト
を
切
ら
れ
て
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
破

れ
な
ど
、
人
為
的
な
原
因
で
発
生
し
た
不

具
合
も
多
く
確
認
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
人
為
的
な
ミ
ス
を
な
く
す
だ
け
で
も
、

防
護
対
策
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
可
能

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
該
手
引
書
に
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
点
検
の

省
力
化
の
一
つ
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
を
用
い

る
手
法
も
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
必

要
な
自
動
飛
行
ル
ー
ト
の
作
成
方
法
に
つ

い
て
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
獣
害
対
策
と

し
て
侵
入
防
止
柵
を
検
討
さ
れ
る
際
の
参

考
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
林
業
研
究
室専

門
研
究
員　

三
枝　

道
生
）

　

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
被
害
等
へ
の

対
策
と
し
て
、
平
成
19
年
度
に
「
鳥
獣
に

よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防

止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

（
以
下
、
特
措
法
と
い
う
。）」
が
施
行
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
獣
害
に
対
す
る
予

防
措
置
や
捕
獲
な
ど
の
対
策
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。
県
内
で
も
特
措
法
の
施
行
を
受

け
、
獣
害
対
策
が
充
実
さ
れ
、
森
林
・
林

業
に
深
刻
な
被
害
を
及
ぼ
す
シ
カ
に
つ
い

て
も
、
農
林
被
害
額
は
ピ
ー
ク
時
の
３
割

に
ま
で
改
善
し
て
い
ま
す
（
図
１
）
。
一

方
で
、
県
内
に
お
け
る
シ
カ
の
生
息
地
域

は
拡
大
を
続
け
て
お
り
、
引
き
続
き
対
策

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

獣
害
対
策
は
、
捕
獲
対
策
と
防
護
対
策

を
両
輪
と
し
、
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
片
輪
で
あ
る
防
護

対
策
に
つ
い
て
、
県
な
ど
が
実
施
し
て
い

る
獣
害
対
策
の
普
及
・
啓
発
や
資
材
設
置

へ
の
助
成
等
に
よ
り
、
必
要
性
の
理
解
度

が
深
ま
り
、
造
林
時
に
は
獣
害
対
策
を
検

討
す
る
声
も
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
被
害
は
古

く
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
柵
、
忌
避

剤
、
音
、
光
、
臭
い
、
超
音
波
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
様
々
な
手
法
の
防
護
対
策
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
効
果
的
な

一
面
が
あ
り
ま
す
が
、
自
然
の
中
で
生
き

抜
く
こ
と
に
懸
命
な
鳥
獣
の
攻
勢
を
受
け

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
鳥

獣
が
多
く
生
息
す
る
山
林
で
の
防
護
は
困

難
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
多
く
聞
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
当
研
究
所
で
は
、
山
林
に

設
置
さ
れ
た
侵
入
防
止
柵
が
有
す
る
本
来

の
性
能
を
発
揮
で
き
る
管
理
手
法
を
調

査
・
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
手

引
書
を
作
成
し
ま
し
た
（
図
２
）
。
現
在
、

森
林
研
究
所
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

s://w
w

w
.p

re
f.o

k
a

y
a

m
a

.jp
/

sosh
iki/2

0
9

/

　

侵
入
防
止
柵
の
性
能
が
低
下
す
る
原
因

は
、
何
ら
か
の
原
因
で
ネ
ッ
ト
の
破
れ
な

ど
の
不
具
合
が
発
生
す
る
た
め
で
す
。
不

具
合
が
発
生
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
に
は
点
検
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
山
林
に
設
置

さ
れ
た
柵
を
管
理
す
る
こ
と
は
時
間
も
労

力
も
か
か
る
た
め
、
十
分
な
点
検
が
実
施

さ
れ
て
い
な
い
場
所
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
、
シ
カ
の
生
息
密
度
の
高
い
造
林

地
で
行
っ
た
調
査
で
は
、
調
査
開
始
当
初

は
シ
カ
に
よ
る
柵
体
へ
の
干
渉
が
多
く
確

認
さ
れ
ま
し
た
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
続

け
、
柵
内
へ
の
侵
入
を
抑
止
す
る
こ
と
で

干
渉
件
数
は
急
速
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
状
況
を
見
な
が
ら
点
検
間
隔
を

伸
ば
し
て
い
っ
た
結
果
、
現
在
は
年
間
４

回
（
積
雪
で
点
検
が
で
き
な
い
期
間
が
終

了
し
た
直
後
、
下
刈
り
時
期
、
台
風
時
期
、

積
雪
前
）
ま
で
回
数
を
減
ら
す
こ
と
が
可

侵
入
防
止
柵
の
管
理
に

関
す
る
研
究

研究

だより

図１　県内のシカによる農林被害額
（県鳥獣害対策室調べ）

図２　手引書
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緑の募金で進めようＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

           

 

一
　
は
じ
め
に

　

森
林
組
合
は
、
森
林
組
合
法
に
基
づ

き
、
森
林
所
有
者
が
出
資
し
て
設
立
し

た
協
同
組
合
で
す
。
今
回
は
、
そ
の
森

林
組
合
の
現
状
等
を
、
国
が
毎
年
度
取

り
ま
と
め
て
公
表
し
て
い
る
森
林
組
合

統
計
を
基
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

二
　
森
林
組
合
の
組
織
に
つ
い
て

　

県
内
の
森
林
組
合
は
、
合
併
等
に
よ

り
平
成
12
年
の
40
組
合
か
ら
、
現
在

で
は
11
組
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
令
和
２
年
度
末
の
組
合
員
数
は

４
万
２
千
人
余
り
、
組
合
員
所
有
森
林

面
積
は
26
万
７
千
㌶
で
県
内
の
民
有
林

面
積
の
６
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
　
森
林
組
合
の
事
業
に
つ
い
て

　

森
林
組
合
で
は
、
森
林
所
有
者
の
森

林
経
営
の
た
め
に
、
指
導
部
門
、
販
売

部
門
（
販
売
事
業
・
林
産
事
業
）
、
加
工

部
門
、
森
林
整
備
部
門
（
購
買
事
業
・

森
林
整
備
事
業
等
）
等
で
様
々
な
事
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
販
売
部
門
で
の
素
材
取

扱
量
は
、
人
工
林
資
源
の
充
実
や
間
伐

の
推
進
等
に
よ
り
近
年
増
加
し
て
お

り
、
平
成
12
年
度
の
８
万
立
方
㍍
か
ら

令
和
２
年
度
に
は
20
万
立
方
㍍
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
整
備
部
門
に

お
い
て
は
、
新
植
１
０
０
㌶
、
保
育
２
，

３
４
５
㌶
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
　
終
わ
り
に

　

森
林
組
合
は
、
地
域
の
林
業
に
お
い

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
組

合
指
導
課
で
は
そ
の
経
営
基
盤
が
更
に

安
定
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
助
言
・

指
導
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
組
合
指
導
課　

組
合
指
導
班
）

森
林
組
合
に
つ
い
て

森
林
組
合
に
つ
い
て

～
森
林
組
合
統
計
か
ら
～

森林組合の比較（中国５県・令和２年度）

区分
森林組合数

（組合）

組合員数

（人）

組合員所有

森林面積

（ha）

素材取扱量

（ｍ3）

新植面積

（ha）

保育面積

（ha）

岡山県 11 42,108 267,498 200,619 100 2,345

鳥取県 8 18,587 138,913 144,938 104 1,424

島根県 13 59,700 398,842 125,773 405 4,956

広島県 15 73,273 394,970 151,619 392 4,259

山口県 7 49,784 298,165 54,894 153 3,095

注）数値は令和４年４月公表「令和２年度森林組合一斉調査結果」（森林組合統計）から引用
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技能講習会の開催（８月～10月）

名　　　称 会場 日　　　程 申込・問合せ先

伐木（特別教育） 岡山 10月12～14日

林業・木材製造業労働災害防止協会　

岡山県支部

TEL（0868）28-9518

刈払（安全衛生教育） 津山 8月19日

※15名以上の受講者がある場合は、「伐木等の業務に係る特別教
育」又は「刈払機取扱業者に対する安全衛生教育」の特別開催
（出張）を実施することができますのでご相談ください。

小型移動式クレーン運転 岡山 ９月８～９日

一般社団法人　

岡山県労働基準協会

TEL（086）225-3571

玉掛け

岡山
９月１～２,３～４日
10月６～７日

和気 ８月30～31日

笠岡 ９月20～21日

津山 10月３～４日

玉野 10月18～19日

新見 10月20～21日

フォークリフト運転

岡山
８月17,20日、９月７日
10月12,22日

笠岡 9月15日

津山 10月5日

※詳細は申込先にお問い合わせください。
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●木　材（６月29日）

樹種 長さ 径　級 直材 小曲り 樹種 長さ 径　級 直材 小曲り

杉

３ｍ

１４～１６ 16 －

桧

３ｍ

１４～１６ 26 17

１８～２０ 16 － １８～２０ 20 17

２２～２８ 16 － ２２上 19 18

４ｍ
１８～２２ 15 13

４ｍ

１６～１８ 20 18

２４～２８ 15 13 ２０～２２ 19 18

６ｍ １６～１８ － － ２４～２８ 19 18

６ｍ
１６ － －

１８～２０ 35 25

　・出荷材積　　　　　　　　　　　約3,400㎥

（共販所より概況）

杉概況

順調な出材だが、３ｍ、４ｍ共に良い相場で取り引き
されている。
SGEC認証材４ｍ18cm以上の合板材は12.5千円で取引
されている。

桧概況

安定していた３ｍ柱材が値を下げたが、28cm以下は３
ｍ造材をすすめる。
SGEC認証材４ｍ18cm以上の合板材は21千円で取引さ
れている。

　【3m】
　柱　材　横這い
　中目材　横這い

　【4m】
　中目材　横這い
　元　木　横這い

　【3m】
　柱　材　弱含み 
　中目材　弱含み 
　元　木　弱含み 

　【4m】
　柱　材　弱含み 
　中目材　弱含み 
　元　木　弱含み

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値

●製　材（６月）

樹　　種 寸　　　法 等級 区分 　安　値　～　高　値（円/㎥） 備　考

ス　　　ギ
正角３m　10.5cm角 特 等 Ｋ 100,000 ～ 110,000

正角３m　12cm角 特 等 Ｋ 95,000 ～ 100,000

ヒ　ノ　キ

正角３m　10.5cm角 特 等 Ｋ 130,000 ～

正角３m　12cm角 特 等 Ｋ 110,000 ～

正角４m　10.5cm角 特 等 Ｋ 130,000 ～

正角４m　12cm角 特 等 Ｋ 110,000 ～

マ　　　ツ
平角４m　10.5～12cm
　　　　　　×15～18cm

一 等 Ｋ 95,000 ～

米　マ　ツ

正角３m、４m　10.5cm角 特 等 Ｇ 95,000 ～

平角３m、４m　10.5cm
　　　　　　×15～21cm

特 等 Ｇ 90,000 ～

北洋アカマツ タルキ４m　3.8cm角 特 等 Ｋ 110,000 ～

ホワイトウッド 間柱３m　2.7cm×10.5cm 特 等 Ｋ 100,000 ～

注１：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。
注２：区分のＫとは人工乾燥材、Ｇとは未乾燥材のこと。

単位：千円／㎥

林　　産　　物　　市　　況
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　岡山県では過去５年間で約３千７百万円の保険金が

支払われました。
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Ｑ
．伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の

届
出
等
の
制
度
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

変
更
さ
れ
た
内
容
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ
． 
森
林
所
有
者
等
が
森
林
の
立
木
を

伐
採
す
る
場
合
に
は
、
市
町
村
長
へ
の

事
前
の
届
出
が
森
林
法
第
10
条
の
８
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
、
伐
採
者
と
造
林
者
の
役
割
分
担
が

曖
昧
だ
っ
た
た
め
、
再
造
林
さ
れ
な
い

事
例
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
伐
採
者
と
造
林
者
の
責
任

の
明
確
化
を
図
る
た
め
、
届
出
内
容
等

が
一
部
改
正
さ
れ
、
令
和
４
年
４
月
１

日
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
〉

①
様
式
の
改
正

　

伐
採
者
と
造
林
者
が
異
な
る
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
、

伐
採
者
は
「
伐
採
計
画
書
」
、
造
林
者

は
「
造
林
計
画
書
」
を
作
成
し
、
連
名

に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
ま
す
。

②
記
載
事
項
の
追
加

　

伐
採
計
画
書
に
は
、
伐
採
作
業
の
委

託
先
及
び
集
材
の
方
法
の
記
載
が
、
造

林
計
画
書
に
は
、
造
林
作
業
の
委
託
先

及
び
鳥
獣
害
防
止
の
方
法
の
記
載
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

③
合
法
証
明
に
つ
い
て

　

適
合
・
確
認
通
知
の
交
付
を
希
望
す

る
場
合
、
適
合
・
確
認
通
知
交
付
申
請

書
を
市
町
村
長
に
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

〈
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
に
係
る
森
林

の
状
況
報
告
〉

①
様
式
の
改
正

　

伐
採
者
は
、
伐
採
後
に
「
伐
採
に
係

る
森
林
の
状
況
報
告
書
」
を
、
造
林
者

は
、
造
林
後
に
「
伐
採
後
の
造
林
に
係

る
森
林
の
状
況
報
告
書
」
を
提
出
し
ま

す
。
な
お
、
間
伐
の
場
合
は
、
報
告
書

の
提
出
は
不
要
で
す
。
ま
た
、
森
林
以

外
に
転
用
す
る
場
合
は
、
造
林
に
係
る

報
告
書
は
不
要
で
す
。

②
記
載
事
項
の
追
加

　

伐
採
に
係
る
報
告
書
に
は
作
業
委
託

先
、
伐
採
齢
、
伐
採
期
間
、
集
材
の
方

法
、
造
林
者
に
よ
る
伐
採
跡
地
の
確
認

の
記
載
が
、
造
林
に
係
る
報
告
書
に
は

作
業
委
託
先
、
鳥
獣
害
対
策
の
記
載
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
森
林
の
所
在
す
る
市
町

村
の
林
務
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
林
政
課
森
林
企
画
班
）

ぼ
っ
け
ー
木
に
な
る
情
報

ぼ
っ
け
ー
木
に
な
る
情
報

◎
会
員
及
び
投
稿

　
　
　
　 

募
集
し
て
い
ま
す

　

事
務
局
で
は
、
会
員
の
方
か
ら
森

林
・
林
業
に
関
す
る
質
問
や
疑
問
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
等
、
身
近
な
話
題
の
投
稿

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
会
員
も
継
続
し
て
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先
】

〒
７
０
１
　

―　

１
２
０
２

　

岡
山
市
北
区
楢
津
４
９
１
　

―　

１

　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

　

（
岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
内
）

　

☎
０
８
６
　

―　

２
３
６
　

―　

６
５
３
０

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
多
く
の
行
事
が
自
粛
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
う

え
で
再
開
す
る
行
事
が
増
え
て
き
ま
し

た
。

　

今
年
５
月
に
は
、
日
本
伐
木
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
in
青
森
が
、
４
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
97

名
が
、
伐
倒
、
ソ
ー
チ
ェ
ン
着
脱
、
丸

太
合
せ
輪
切
り
、
接
地
丸
太
輪
切
り
、

枝
払
い
の
５
種
類
の
競
技
種
目
に
よ
り

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

岡
山
県
か
ら
は
４
名
が
出
場
し
、
う

ち
２
名
は
、
県
立
勝
間
田
高
校
か
ら
、

本
大
会
初
と
な
る
高
校
生
選
手
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
安
全
、
正
確
に
か

つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
扱
う
た
め
日
々
腕

を
磨
き
、
多
く
の
人
達
の
前
で
披
露
し

た
と
い
う
経
験
は
、
大
き
な
自
信
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
レ
ベ

ル
の
技
を
目
の
当
た
り
に
し
、
さ
ら
な

る
技
術
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
我
が
家
の
高
校
生
は
と

い
え
ば
、
日
々
ゲ
ー
ム
の
腕
を
磨
い
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
今
年
は
３
年
生
、

こ
ち
ら
は
そ
ろ
そ
ろ
自
粛
を
し
た
ほ
う

が
よ
い
の
で
は
…
…

（
編
集
者
Ａ
）

務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

事

集
後
記

編

【会員の特典】

①県内情報誌「林声」年間６冊

②全国情報誌「林業新知識」12冊

③全国林業改良普及協会発行の

　専門誌が割引価格で購入可能

④関係イベントの案内

※年会費 2,500 円です。
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林

声

令
和
四
年
七
月
一
日
（
第
四
八
四
号
）

（
隔
月
一
日
発
行
）

編
集　
　

岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
内　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

発
行　
　

岡
山
市
北
区
楢
津
四
九
一

―
一

〒701-1202

「
旧
吹
屋
小
学
校
」

　

ベ
ン
ガ
ラ
と
銅
の
町
と
し
て
有
名
な

高
梁
市
成
羽
町
吹
屋
地
区
を
長
年
見
守

り
続
け
、
平
成
24
年
３
月
末
ま
で
現
役

最
古
の
木
造
校
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
て

き
た
「
旧
吹
屋
小
学
校
校
舎
（
県
指
定

重
要
文
化
財
）
」
が
、
平
成
27
年
か
ら

７
年
の
月
日
を
か
け
て
行
わ
れ
て
い
た

保
存
修
理
工
事
を
経
て
、
令
和
４
年
４

月
21
日
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

保
存
修
理
工
事
は
、
不
同
沈
下
対
策

の
た
め
の
地
盤
補
強
や
、
鉄
骨
フ
レ
ー

ム
と
耐
震
性
の
高
い
パ
ネ
ル
を
土
壁
の

下
地
に
使
用
し
た
構
造
補
強
は
も
と
よ

り
、
建
物
の
部
材
の
位
置
を
一
つ
一
つ

森
林
・
林
業
施
設
の
紹
介

記
録
し
な
が
ら
全
解
体
し
、
再
利
用
可

能
な
部
材
は
そ
の
ま
ま
に
、
柱
や
梁
な

ど
の
木
材
は
、
傷
ん
だ
部
分
だ
け
を
取

り
除
き
新
材
で
補
う
な
ど
、
文
化
財
と

し
て
の
歴
史
的
価
値
を
可
能
な
限
り
保

存
す
る
た
め
の
工
法
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

東
校
舎
に
は
明
治
時
代
の
教
室
が
、

当
時
使
わ
れ
て
い
た
二
人
掛
け
の
机
と

椅
子
と
と
も
に
復
元
さ
れ
、
本
館
で
は

貴
重
な
オ
ル
ガ
ン
や
当
時
の
教
材
な
ど

も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
ラ

ス
構
造
の
小
屋
組
の
三
間
廊
下
や
、
二

重
折
上
棹
縁
天
井
の
講
堂
な
ど
、
美
し

く
格
式
高
い
空
間
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

吹
屋
地
区
の
文
化
と
歴
史
の
情
報
発

信
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
旧
吹

屋
小
学
校
。
忙
し
い
日
々
を
忘
れ
ノ
ス

タ
ル
ジ
ッ
ク
な
気
持
ち
に
浸
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

（
高
梁
普
及
指
導
区　

木
村　

昌
生
）

〔〔林林地地除除草草剤剤〕〕ザイトロンフレノック微粒剤・ザイトロン微粒剤・フレノック粒剤・ケイピンエース

〔〔野野生生獣獣類類忌忌避避剤剤〕〕ランテクター水和剤・コニファー水和剤

〔〔幼幼齢齢樹樹保保護護カカババーー〕〕くわんたいⅡ　　　〔〔樹樹皮皮食食いい防防止止〕〕バークガード・美樹巻夫

〔〔樹樹幹幹注注入入剤剤〕〕マッケンジー・マツガード・他　〔〔野野生生草草食食獣獣侵侵入入防防止止〕〕防獣ネット・他

——    安安全全・・人人とと自自然然・・調調和和      ——
美美林林をを育育ててるる

造造林林木木をを野野生生動動物物のの食食害害かからら守守るる

販販売売：：日日植植アアググリリ株株式式会会社社　　　　　　　　　　販販売売元元：：大大同同商商事事（（株株））大大阪阪営営業業所所

                TTEELL..008866--229922--55552255                                              TTEELL..0066--66338844--11228888

お問い合わせ申込みは県森連・森林組合へ

復元された明治時代の教室


